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加登録時と 3カ月後の 2回行い、主要評価項目は、過去 3カ月間の定期外外来受診回数、入院回数、入院日数
とした。副次評価項目は SGRQ（St. George’s Respiratory Questionnaire）、EQ-5D（Euro Qol 5 Dimension）、SCAQ






結果：介入群 15 名、対照群 16 名の計 31 名を解析対象とした。参加登録時の介入群と対照群との群間で、年
齢、男女比、BMI、急性増悪による定期外外来受診回数、入院回数、入院日数、SGRQ、EQ-5D、SCAQ、肺
機能測定値、6分間歩行距離に有意差はなかった。参加登録時と 3カ月後の差を介入群と対照群で比較した結
果、急性増悪による定期外外来受診回数（r= .36 ; p= .045）、入院回数（r= .38 ; p= .037）、入院日数（r= .39 ; p= .031）、
SGRQ（r= .36 ; p= .016）、SCAQ（r= .41 ; p= .019）、6分間歩行距離（r= .54 ; p= .030）に有意差があった。 
 
考察：遠隔看護介入プログラムによる遠隔モニタリングは、対象の急性増悪の症状認知を容易にし、定期外外
来受診行動に導いた可能性がある。また、テレビ電話等の健康相談および情報提供は新たなセルフマネジメン
ト獲得に至った可能性が示唆された。 
 
結論：NPPVを受けている慢性呼吸不全患者が遠隔看護介入プログラムに参加した結果、急性増悪による過去
3 カ月間の定期外外来受診回数が増え、入院回数と入院日数が有意に減少した。遠隔看護介入プログラムは
NPPVを受けている慢性呼吸不全患者の増悪軽減に有効である可能性が示唆された。 
